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10月22日（火）に理数
科2年の課題研究中間
発表会が行われました。
今年度は、審査員として
本校職員以外に熊本西
高校の坂元先生、天草高
校倉岳校の武川先生を
お迎えしました。審査員に
外部の先生をお招きする
のは今回が初めてとなり

図１ 発表会の様子

理数科２年 課題研究中間発表会 実施

図２ 各分野の研究・発表タイトル

ます。生徒達は、緊張しな
がらも自分たちの研究内
容をしっかりと発表してい
ました。質疑応答では、
データ採取の方法や今
後の研究の方向性につ
いて具体的な質問やアド
バイスが行われました。審
査の結果、化学班の「自
作イオン交換樹脂による

重金属の除去」が最優
秀賞となりました。化学班
は、11月11日に行われ
る熊本県公立学校理数
科研究発表会の学校代
表として発表を行います。
今回の助言を受けて、
SSH成果発表会に向け
て更なる研究を進める意
気込みをもったようです。

北陵祭「小学生オモシロ実験教室」開催
10月18(金 )，19日
(土)に本校文化祭である
北陵祭が行われ、理数科
1年生による「小学生オ
モシロ実験教室」が開催
されました。今年度は「ダ
イラタンシー、信号反応、
空気砲、スライムづくり、
バスボムづくり」の実験・
作成をおこないました。

生徒が講師役となって、
来場者に原理や作り方な
どの説明をしていました。
相手に分かりやすく伝え
る方法を試行錯誤してい
る様子が印象的でした。
今回学んだ、より分かり
やすく伝えることの大切さ
をARⅠでの課題研究に
も活かしていきます 。図２ 来場者に説明している様子
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英語科１年・２年合同英語科合宿 実施
１０月３日(木)、４日
(金)に国立阿蘇青少
年交流の家で英語科
合宿を行いました。
１日目は９名のＡＬＴの
先生方をお迎えしまし
た。ワークショップ、プ
レゼンテーション、本
校文化祭「北陵祭」
で発表する英語劇や
歌の練習など充実し
た時間を過ごすことが
できました 。 ワーク
ショップではＡＬＴの先
生方が考案したクイ
ズやゲームを通して

図３ 合宿での様子

10月8日（火）にFabLabOita代表の豊
住大輔様をお招きし、理数科1年生を対象
に「データサイエンス実践講座」と題して、
授業をしていただきました。本講座は全3回
を予定しており、初回の授業では、データ収
集のためのIoT機器やプログラムについて
触れながら、身の回りにはデータサイエンス
で作られたものがあることを学びました。
残り2回の講座を通して、データから自ら
課題を見つけ、学び、考え、主体的に問題を
解 決 す る 資 質 能 力 を 育 成 し ま す 。

図４ 豊住様に授業をしていただいている様子

第3回サイエンスカフェを行いました。
FabLab Oita代表の豊住大輔様、
一般社団法人九州テレコム振興セン
ター（ＫＩＡＩ）の原田美織様にお越し
いただきました。今回は授業の一環
として行われたDS講座の延長として
実施し、プログラミングの基礎・応用
を学びました。豊住大輔様、原田美
織様の講義は全部で3回実施されま
す。次回は11月5日（火）です。

楽しみながら英語を
学習しました。プレゼ
ンテーションでは１年
生は「GRⅠ」、２年生
は「GRⅡ」で取り組
んでいる探究活動の
発表を英語で行い、Ａ
ＬＴの先生方からたく
さんのアドバイスをい
ただきました。２日目
の学年間交流では，
ペアを組み、自己紹
介やクイズに取り組む
などして親睦を深める
ことができ、実り多い
研修になりました。

Co-creation

データサイエンス講座 (DS) Kumakita Science Cafe

図５ サイエンスカフェの様子


